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数学教育研究におけるアイデンティティ研究の 

現状と今後の方向性 
 

河村 真由美＊ 
 

 
【要 旨】  数学教育研究においてアイデンティティに関する研究は，こ

こ数十年間で急速に発展している。しかし，アイデンティティに着目し数学

的対象を重要視していない，学習者と授業者のアイデンティティがそれぞれ

独立しているといった課題が指摘されている。そこで本研究では，数学授業

における学習者と授業者のアイデンティティの間の相互作用を検討すること

を目的とする。本研究の目的を達成する一環として，本稿では 2019 年に発

表された数学教育におけるアイデンティティに関する研究のレビューから，

2023 年ではどの程度進展しているのかを調査し，現状と今後の方向性を明ら

かにすることを目的とする。具体的には，2019 年に報告されたアイデンティ

ティに関するレビュー論文以降から 2023 年 5 月までに発表された論文を調

査し，変化があるのかないのか，あるとすればどのような変化であるのか等

を検討する。そして，今後の研究の方向性への提言を行う。  
 
【キーワード】  アイデンティティ アイデンティティの相互作用 文献

レビュー  
 
 

Ⅰ はじめに 

 
数学の授業は数学観や数学授業観等をもつ教師と，数学観や数学学習観等をもつ生徒によっ

て行われる。教師の数学観や数学授業観等は，実際の授業で行われる活動として具現化される。

一方，生徒の数学観や数学学習観等も数学学習への取組に影響する。本研究では数学観，数学

授業観，数学学習観等をアイデンティティの要素と捉え，教師と生徒のアイデンティティ間で

生じる相互作用が数学学習にどのように影響するのかを明らかにすることを検討したい。その

ため，本稿では数学教育研究におけるアイデンティティ研究の現状と今後の方向性を探る。 
数学教育研究におけるアイデンティティ研究は，過去数十年間で急速に発展してきた

（Darragh，2016；Graven & Heyd-Metzuyanim，2019）。この理由として，アイデンティテ

ィが文化歴史的背景と学習に強力な橋渡しをしてくれる（Sfard & Prusak，2005），個人間の

相互作用にズームインしたり（Lerman，2001），より広い社会的・政治的文脈にズームアウト
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したり（Stinson & Bullock，2012）することも可能なこと等が挙げられる。主体の行為，信念

や感情へ影響する前景要因から数学の教授と学習を検討できることが，アイデンティティを検

討する有用性の一つだと考える。 
これまで数学教育研究において，アイデンティティに関する研究の文献レビューが行われて

きた。例えば，数学教育におけるアイデンティティ研究全般のレビュー（Darragh，2016； 
Graven & Heyd-Metzuyanim，2019），数学学習者のアイデンティティのレビュー（Radovic 
et al.，2018），数学授業者のアイデンティティのレビュー（Lutovac & Kaasila，2018）等で

ある。これらの研究によって，数学教育研究におけるアイデンティティに関する研究の現状が

明らかにされた。例えば，Darragh（2016）は 1997 年から 2014 年に発表されたアイデンティ

ティに関する論文数の推移を示し，それらの研究がどのような理論を用いているかを分類し，

ほとんどの研究方法が質的であることを述べた。Radovic et al.（2018）や Lutovac & Kaasila
（2018）は，ほとんどの研究におけるデータ収集がインタビュー，対象者による語りによるこ

とを述べた。これらを踏まえ，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）は，Darragh（2016）の

研究の後，アイデンティティに関する研究がどのように進展しているかを検討した。その結果，

数学的内容とアイデンティティの両者を検討する必要があること，学習者と授業者の両者を互

いに関連させながら研究する必要があることを，今後の方向性として提言した。その後のアイ

デンティティ研究に関するレビューは対象をより詳細にする（例えば Leyva & Joseph，2023；
Rezat et al.，2021；Sharpe & Marsh，2022）。一方，以前のアイデンティティに関する研究

の後，アイデンティティ研究全般がどのように進展しているのかに関する，アイデンティティ

研究全般のレビューは行われていない。 
そこで本稿では，数学教育のアイデンティティに関する研究が 2019 年以降，どのくらい進

展しているかを検討し，現状と今後の方向性を明らかにすることを目的とする。具体的な方法

は，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）による視点を用いて，2019～2023 年 5 月時点で発

表された数学教育研究でのアイデンティティに関する研究を調査する。 
 

Ⅱ 数学教育研究のアイデンティティに関するレビュー論文の方法と概要 

 
本章では，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）による数学教育研究におけるアイデンティ

ティに関するレビュー論文で用いられた方法や視点，明らかになった課題等を概説する。 
 

１ 研究の方法 

Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）は， EBSCOhost の ERIC を用いて，タイトル，要

約，キーワード，主記述のフィールドに identi*を入力して論文収集を行った。彼女らは， 2018
年に発表された論文を，2018 年 8 月から 10 月に，次の 20 誌のホームページから収集した。 
Educational Studies in Mathematics (ESM); Journal for Research in Mathematics 
Education (JRME); Journal of Mathematical Behavior (JMB); For the Learning of 
Mathematics (FLM); Mathematical Thinking and Learning (MTL); Journal of 
Mathematics Teacher Education (JMTE); ZDM Mathematics Education (ZDM); 
Mathematics Education Research Journal (MERJ); International Journal of Math 
Education on Science and Technology (IJMEST); School Science and Mathematics (SSM); 
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International Journal of Science and Mathematics Education (IJSME); Investigations in 
Mathematics Learning (IML; formerly FOCUS on Learning Problems in Mathematics); 
Teaching Mathematics and Its Applications (TMA); The Mathematics Educator (TME); 
Research in Mathematics Education (RME); International Journal for Technology in 
Mathematics Education (IJTME); Journal of Computers in Mathematics and Science 
Teaching (JCMST); Canadian Journal of Science, Mathematics and Technology Education 
(CJSMTE), PRIMUS (Problems, Resources, and Issues in Undergraduate Mathematics 
Studies) , The Montana Mathematics Enthusiast (TMME) 

 
２ 量的分析による検討 

Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）は，文献レビューを行う際，量的，質的な方法を用い

た。量的な方法によって，論文の種類（理論的か実証的か等），研究データが収集された国・地

域，論文が掲載された雑誌，研究対象（学習者か指導者か等），方法とサンプル数それぞれにつ

いて量的に検討した。その結果，次の 5 点を述べている。1 点目として，アイデンティティに

関する論文数は増加しているが，理論に関する論文が少ないことを挙げている。2 点目は，研

究データが収集された国・地域は北米に集中していることである。3 点目として，アイデンテ

ィティに関する研究を掲載した雑誌は EMS，JRME，JMTE，特集号を組んだ MERJ など，

様々な雑誌への掲載が行われつつあることを示した。4 点目に，主な対象は学習者，指導者で

あるが，移民の親，数学者，大学の数学コースのテキスト分析，広告画像など，学習者，指導

者，教育の文脈を超えた対象による研究も出現していることを述べた。その一方で，学習者の

アイデンティティを指導者のインタビュー等から分析した研究は存在するが，指導者と学習者

の両方のアイデンティティに焦点を当てた論文が見当たらないことを述べている。5 点目に，

実証的研究では質的な方法が主であり，定量的な方法を利用した研究が少ないことを述べた。

その際，実証的な研究で利用したデータは，76％がインタビューで，インタビューデータを観

察などの他のデータで補っていることを報告した。 
 
３ 質的分析による検討 

量的な検討の後，それぞれの論文のテーマと課題について質的に検討した。具体的には，(1)
理論的枠組，(2)アイデンティティの定義と運用，(3)数学的な対象，(4)存在論的崩壊，(5)アイ

デンティティ研究による主張と使用理由についてである。以下でそれぞれの概説を行う。 
(1)理論的枠組について，多くは Holland et al.（1998），Sfard & Prusak（2005），Lave & 

Wenger（1991）あるいは Wenger（1998）が用いられていることが述べられた。どの論文も心

理学的あるいは心理分析的な理論だけに依拠せず，社会文化理論などとの理論の組み合わせに

よって，理論的な背景を補完している。新しい枠組として，社会歴史活動理論，Archer の社会

現実主義，ポジショニング理論，リクールの社会理論があることを報告している。 
(2)アイデンティティの定義と運用については，以前から批判されている通り，多くの論文が

アイデンティティを定義していないか，部分的にしか定義していないことが述べられた。また

運用可能な側面に焦点を当て，アイデンティティを定義することを回避，定義していてもその

定義が広範囲なもの等があることを問題点として挙げた。 
(3)数学的な対象については，大半の論文が数学授業を対象としていても，数学的思考を検討
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していないことを課題として挙げた。これを解決する研究がいくつか現れていることが紹介さ

れた。 
次は(4)存在論的崩壊についてである。存在論的崩壊とは，異なるタイプのアイデンティティ

に関する語りを暗黙的に一体化するものである。具体例として，参加者自らが語るアイデンテ

ィティと，研究者等がその参加者について語るアイデンティティが異なると主張することが挙

げられる。このような相違が生じる理由として，ディスコース的視点を用いない研究では参加

者が語るアイデンティティと，研究者等が参加者について語るアイデンティティを，研究者が

区別していないためだと述べられている。 
最後に(5)アイデンティティ研究による主張と使用理由についてである。研究内容の特徴づけ

を行い，次の 4 つを挙げている。1 つ目は人種や性別等による公平性に関する社会政治的な主

張のため，2 つ目は学習者の経験を他者との相互作用による社会的文脈との関連で検討するた

め，3 つ目は教師のキャリアの様々な段階における教師の経験を明らかにするため，4 つ目は

感情などによる数学学習への影響を検討し教育学的な提案をするためである。 
 
４ アイデンティティ研究の方向性 

 ZDM のアイデンティティ特集号に掲載された論文の紹介後，Graven & Heyd-Metzuyanim
（2019）は，アイデンティティ研究の今後の方向性を挙げた。具体的には，アイデンティティ

と数学的対象を関連させる必要があること，学習者と指導者のアイデンティティを関連させる

必要があることを述べている。前者の理由は，数学へ焦点を当てなければ，課題解決として進

展しないからである。また後者に関しては，学習を特定のコミュニティの参加者になることと

見なす理論に依拠するならば，学習者と授業者の両者のアイデンティティ形成の検討が必要で

あることが述べられている。 
 

Ⅲ 調査方法 

 
前章で概説した Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）の方法と内容を参考にして，本稿は

進める。以下に調査の具体的な方法手順①～⑤を示す。 
①下記に示す各雑誌の HP でキーワードを「identity」として検索を行った。雑誌の選定は

Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）を参考にした。本稿のページ制限を考慮し，PRIMUS
に関しては考察結果に支障がないと判断し，除外した。 

②本文中の「identity」をキーワード検索し，アイデンティティの用いられ方を調べた。これに

より，アイデンティティに関する論文であるか，あるいは説明の中にアイデンティティとい

う用語を用いているだけかを検討し，2019～2023 年 5 月までの論文 92 本を選定した。 
③選定した論文の目的，方法，アイデンティティの定義，結論を整理した。 
④現状について，本稿では Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）が行った質的検討の 1 理論

的枠組，2 アイデンティティの定義と運用，3 数学的な対象，4 存在論的崩壊，5 アイデンテ

ィティに関する研究の主張と使用理由を検討した。 
⑤数学教育研究におけるアイデンティティに関する研究の今後の方向性を検討した。 
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Ⅳ 数学教育研究におけるアイデンティティに関する研究の現状 

 
１ 理論的な枠組 

用いられた理論的枠組は，Holland et al.（1998），Sfard & Prusak（2005），Lave & Wenger
（1991）あるいは Wenger（1998）が依然として多い。Holland et al.（1998）を援用する論文

には，フィギュアドワールドを用いた論文（例えば Liang et al.，2023；Takeuchi & Liu，2021；
Voigt et al.，2022；Weinberg et al.，2021）などがある。Sfard & Prusak（2005）に依拠す

る論文では語りをアイデンティティとする定義を利用した論文（例えば Heyd-Metzuyanim & 
Hess-Green，2020；Ingram & Meaney，2022；Sabbah & Heyd-Metzuyanim，2021；Rubel 
& McCloskey，2021）が挙げられる。Wenger（1998）に依拠した論文としては，定義を利用

（Sealey et al.，2020），数学アイデンティティの枠組を構築（Gardee & Brodie，2022）した

論文などがある。Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）で明らかにされたように，活動理論を

用いた論文（Qi et al.，2022），Archer の社会的実在論を用いた論文（Westaway et al.，2020），
心理学あるいは心理分析的な理論に依拠した論文（例えば Awofala et al.，2022；Cribbs et al.，
2021a；Cribbs et al.，2021b；Rodriguez et al.，2020；Wallace & Munter，2019；Willis et 
al.，2021）等も見られた。 

その他， Schoenfeld の TRU（Teaching for Robust Understanding）理論を用いた論文（例

えば Diego-Mantecon et al.，2021；Fernández et al.，2022；Ferrarello，2022；Kim et al.，
2022；Schoenfeld，2020），ポスト構造主義を用いた論文（例えば Przybyla-Kuchek，2021；
Valoyes-Chávez, 2019）があった。 

新しく用いられた理論もあったが，Holland et al.（1998），Sfard & Prusak（2005），Lave 
& Wenger（1991）あるいは Wenger（1998）が依然として多いことが明らかになった。この

ことから理論的な枠組に関しては，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）が挙げた理論からの

大きな変化は見当たらず，多くの論文がいくつかの理論を組み合わせているという主張につい

ても同様であった。 
２ アイデンティティの定義と運用 

アイデンティティの定義に関しては，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）が述べるように，

アイデンティティに関する定義が示されていない論文（例えば Kokka，2022；Leyva，2021；
Wu & Battey，2021）が多い。その一方で，定義が示されている論文（例えば Brown，2019；
Molfino & Ochoviet，2019；Wong & Copsey-Blake，2022），定義はないが構成要素（例えば

Cribbs et al.，2021a；Roberts & Almeida，2023；Willis et al.，2021）を挙げる論文もあっ

た。 
定義に関して以前の研究と異なっている点は，アイデンティティの定義が示されていない論

文に 3 タイプある点である。1 つ目はアイデンティティの定義が示されていないタイプである

（例えば Bettey et al., 2022；Dunleavy et al.，2021；Jaremus et al.，2020；Kersey & Voigt，
2021；Yeh et al.，2020）。このタイプの論文は，人種やジェンダーなどに関するアイデンティ

ティに焦点を当てるような，アイデンティティを前景化する論文に多い。2 つ目は，継続研究

によりアイデンティティの定義が示されていないタイプである。アイデンティティ研究を継続

している著者による論文が挙げられる（例えば Chan & Sfard，2020；Darragh，2022；Darragh 
& Valoyes-Chávez，2019；Gardee & Brodie，2023；Lutovac & Kaasila，2020）。以前の定
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義を用いることが前提とされている。このタイプの出現はアイデンティティ研究が進展してい

ることによると言える。3 つ目は，アイデンティティという概念の定義は示されていないが，

アイデンティティをより細分化した概念の定義を示した論文である。例えば，数学アイデンテ

ィティ（例えば Gardee，2021；Jung & Wickstrom，2023；Rodriguez et al.，2020；Thanheiser，
2023），数学教師のアイデンティティ（例えば Arslan，2023；Livy et al.，2019；Uygun，2020； 
Westaway & Graven，2019），数学に関連する教師のアイデンティティ（Bobis et al.，2020），
教師の職業的アイデンティティ（例えば Haser et al.，2023；Lopes & Scarlassari，2022）が

ある。その他，職業的アイデンティティ（Czaplinski et al.，2021；Weinberg et al.，2021），
教師教育者のアイデンティティ（Lloyd et al.，2021），社会的アイデンティティ（Steinke et 
al.，2022），頭のよさのアイデンティティ（Galanti，2021），埋め込まれた数的能力に関する

アイデンティティ（Coffey & Sharpe，2023）などもあった。また，STEM 教育への近年の関

心から，STEM アイデンティティという用語も使われ始めている（Chiu et al.，2023；Velasco 
et al.，2022）。それぞれで定義が異なるため，ここでは一例を示す。Gardee（2021）の数学ア

イデンティティの定義は「数学に関連した個人的アイデンティティ，社会的アイデンティティ，

主体性の関係によって構成されるもの」（p.379）である。このように，細分化した数学アイデ

ンティティの定義は示されているものの，アイデンティティの定義に関しては述べられていな

いところが特徴である。 
 
３ 数学的な対象 

多くの論文が数学的思考に関わるアイデンティティの影響を検討している。Park & Kim
（2023）は知識，スキル，アイデンティティの観点から初任教師の指導の質の変化を捉えた。

van Es et al.（2022）は公平で文化的に持続可能な指導を行うために，教師の気付きが生徒の

感情的な状態，アイデンティティ等であったことを明らかにした。Sealey et al.（2020）は 5
人の教師の平均値の定理の授業における例の用い方を捉え，学習者のアイデンティティ形成へ

の影響も含めて検討した。Radke et al.（2023）は授業ではないが，放課後の学習者たちが非

公式に行う統計的推論において，個人的経験，知識，アイデンティティが表出する様子を検討

した。Wiesner et al.（2020）は大学の学部生と教授がアイデンティティをどのように利用し

て，微積分の教科書を読書したかと，その違いを明らかにした。これらの研究は数学の授業等

を対象として，アイデンティティを検討するのではなく，数学的思考にアイデンティティがど

のように影響するのかを検討している。そのため，数学的思考を検討していないという以前の

課題は改善しつつある。 
 
４ 存在論的崩壊 

今回，対象とした論文においては，存在論的崩壊に関する主張は見当たらなかった。Graven 
& Heyd-Metzuyanim（2019）はディスコース的視点を用いる研究以外の存在論的崩壊を指摘

している。なぜならディスコース的視点による研究でない場合，対象者の語りによるアイデン

ティティと，研究者が行う対象者への観察によるアイデンティティが区別されないからである。

対象者に対するいくつかの情報源を利用したディスコース的視点を用いない研究では，存在論

的崩壊は常に起こりうると考えられ，存在論的崩壊に関して，Graven & Heyd-Metzuyanim
（2019）の主張から変化することはないと思われる。その理由として，対象者にインタビュー
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等を行うのは研究者であり，そこには両者の関係が影響し，インタビュー等による対象者の語

りに対象者の思いがすべて忠実に現れないことが挙げられる。 
 
５ アイデンティティ研究による主張と使用理由 

Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）の 4 つの特徴づけを検討した後，筆者による新たな

特徴づけ 1 点を示す。 
1） 社会政治的な主張のため 

社会政治的な主張をするための論文として，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）が挙げた

研究と同様に，人種，ジェンダー等による数学学習への影響（例えば Jaremus，2021；Kersey 
& Voigt，2021；Parise，2021；Reinholz et al.，2022；Wiest，2021），マオリ族の数学教育

への COVID-19 の影響（Allen & Trinick，2021）があった。これらの研究で用いられるアイ

デンティティは，前景化され，不動のアイデンティティとして用いられることが多いと考える。 
2) 学習者の経験を社会的文脈との関連で検討するため 

このような研究には，学習者や教師等との相互作用によるもの（例えば Almukhambetova et 
al.，2021；Chan & Sfard，2020；Chiu et al.，2023；Gardee，2021；Gardee & Brodie，2022；
Heyd-Metzuyanim & Hess-Green，2020；Kontrovich，2023；Radke et al.，2023；Takeuchi 
& Liu，2021），文化的な経験の影響（例えば Hunter & Miller，2022；Owens，2020），保護

者の影響（Ingram & Meaney，2022）があった。これらの研究では，アイデンティティの変

化，アイデンティティによる数学の教授や学習への影響が明らかにされている。 
3) 教師のキャリアの様々な段階における教師の経験を明らかにするため 

 教師，初任教師，教員志望の学部生のそれぞれの段階での経験を明らかにするために用いら

れている（例えば García González & Sierra, 2020；Gitirana et al.，2022；Jansen et al.，
2020；Kinser-Traut & Turner, 2020；Kitchen，2022；Mintos et al.，2019；Muir，2022）。
これらの論文の対象者は，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）と同じであるが，対象者が教

師教育者や PD ファシリテーター（例えば Lloyd，2022；Lloyd et al.，2021；Ozmanter & 
Agac，2023；Schwarts et al.，2021；Schwarts et al.，2023；Valoyes-Chávez，2019；Valoyes-
Chávez & Felmer，2021）へも拡がりつつある。その他，現場内教師と現場外教師（Diego-
Mantecon et al.，2021），パートナーシップを行う教師と大学研究者（Qi et al.，2022），大学

で数学教育を行う数学者（Darragh，2022）のアイデンティティを対象とする論文もあった。

このように対象を拡げたり，細分化したりさせた研究が行われている。 
4) 教育学的な提案をするため 

 教育学的な提案をするための論文には 2 タイプあった。1 つは教育施策等の現状を明らかに

したり評価したりするための論文である。例えば，一般市民の数学的概念理解の現状（Heyd-
Metzuyanim et al.，2021），国，大学などによるカリキュラムやプロジェクト等の評価（例え

ば Awofala et al，2022；Czaplinski et al.，2021；Galanti，2021；Golding，2021；Voigt et 
al，2022；Zhou et al，2023），離散数学のカリキュラムの提案（Ferrarello et al，2022），マ

スメディアへの提言（Steinke et al.，2022）等である。アイデンティティによって教育成果の

現状を示したり提案をしたりする研究が増加している。アイデンティティが特定の社会政治的

不公平の解決に用いられるだけでなく，アイデンティティの数学的思考への影響から，アイデ

ンティティによる評価を用いて社会への提言が行われるという変化があると考える。 
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 もう 1 つは実践への示唆をもたらす論文である。例えば，不利な立場にある学校の教師のア

イデンティティと教育実践の開発の必要性を提案（Coffey & Sharpe，2023），学習に影響する

教師による生徒の捉え方の重要性を主張（例えば Darragh & Valoyes-Chávez，2019；Jaremus 
et al.，2020），教師のアイデンティティから PD プログラムの内容の提案（Darragh & Valoyes-
Chávez，2019），教師の指導方法による学習者の数学アイデンティティへの影響を主張（例え

ば Cribba et al.，2021a；Gardee，2021；Gardee & Brodie，2022；Heyd-Metzuyanim & Hess-
Green，2020）等である。これらには Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）で挙げられた伝

統的な教室への提言，あるいは探究的な活動を取り入れた実践の評価だけでなく，アイデンテ

ィティによる数学の教授・学習過程への影響を実践へ活かすという変化が見られる。 
5) 数学教育研究におけるアイデンティティ研究の発展のため 

本稿で対象とした論文の中には，数学教育研究におけるアイデンティティ研究の発展のため

と特徴づけられる論文があった。もちろん前節までに挙げた論文も新しい知見を示しており，

アイデンティティ研究の発展のためと言うこともできる。しかし特に，アイデンティティに関

する理論的検討や，研究方法の提案をするための研究の存在が見られた。 
このタイプの研究には 3 種類ある。1 つ目は，理論検討による論文（例えば Aikenhead，

2021；Heyd-Metzuyanim，2019；Thanheiser，2023）である。これらの論文は，実証的検討

を行わず，先行研究のみからカリキュラムの数学的アイデンティティを探ったり（Aikenhead，
2021），信念研究とアイデンティティ研究の理論的枠組の長所と限界を示したり（Heyd-
Metzuyanim，2019）している。2 つ目はアイデンティティを分析する枠組あるいはアイデン

ティティを要素とする枠組を提案する論文（例えばGardee & Brodie，2023；Mofino & Ochoviet，
2019；Schoenfeld，2020；Uygun，2020；van Es et al.，2022；Westaway et al.，2020；Willis 
et al.，2021）である。提供される社会的アイデンティティと学習者の数学アイデンティティか

ら学習者の個人的側面と社会的側面を検討しようとする枠組（Gardee & Brodie，2023）の提

案，授業者のアイデンティティの要素として，構造，文化，エージェンシーの相互作用を挙げ

た（Westaway et al.，2020）研究など，アイデンティティを捉える新しい枠組が提案されてい

る。3 つ目はアイデンティティを分析する方法を提案する論文（例えば Brown，2019；Dunleavy 
et al.，2021；Ebbelind，2023；Gomez，2021；Haser et al.，2023）である。例えば，授業

者のアイデンティティをメタファーによって調査（Gomez，2020；Haser et al.，2023）した

り，教員志望者が教師になる様子を物語的に提示（Ebbelind，2023）したりする方法が提案さ

れた。これらの論文は Darragh（2016）や Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）で指摘され

た理論に関する論文が少ないというアイデンティティ研究の特徴とは異なる。研究を進展させ

るためには，枠組や方法の提案を行う必要があることが理由であろう。この点においてもアイ

デンティティ研究の進展が明らかにされる。 
 

Ⅴ 数学教育研究におけるアイデンティティに関する研究の今後の方向性 

 
アイデンティティ研究の課題として，Graven & Heyd-Metzuyanim（2019）はアイデンティ

ティが主となり数学的な対象に目が向けられていないこと，指導者と学習者のアイデンティテ

ィの相互作用を検討する論文がないことを挙げていた。前者について，前章第 3 節で示したよ

うに，アイデンティティが数学学習にどのように影響するのかの検討が行われている。すべて
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の論文で数学的な内容に目が向けられている訳ではないが，以前のアイデンティティを検討す

るために数学授業を対象としていた研究が主である状況から，以前のアイデンティティが主と

なり数学的な内容に目が向けられていないといった課題は解消しつつある。 
次に後者について検討する。Heyd-Metzuyanim & Hess-Green（2020）は，ギフテッドが参

加する数学キャンプにおいて，数学的な才能があるとされる学習者のアイデンティティと，そ

のアイデンティティが学習者と指導者の双方によって形成されることを検討した。その他，

Gardee & Brodie（2022）は，数学授業中，指導者が学習者の間違いをどのように語るのかが

学習者のアイデンティティにどのように影響するのかを調査した。Fernández et al.（2022）
は授業者の指導法と，学習者が授業者の公平性に対してどのように認識しているかが，学習者

のアイデンティティとどのように関連しているかを量的に分析した。Kokka（2020）は人種問

題等に関する不正義を扱う社会正義数学を使用する際，教師が学習者の感情に配慮しているか

を明らかにすることを目的とした。Sun & Ruef（2023）は授業中の教師の賞賛が学習者の数学

的能力とどのように関連しているのかを検討した。これらの研究から，対象を学習者のみ，授

業者のみとする研究だけでなく，両者を対象とする研究が行われつつあると言える。このよう

に，指導者の指導が学習者のアイデンティティにどのように影響するのか，指導者の指導によ

る学習者の反応が指導者のアイデンティティにどのように影響するのか等に関する研究は行わ

れつつあるが，現在のところまだ乏しい（Fernández et al.，2022）。本稿で検討した論文では，

指導者のアイデンティティと，学習者のアイデンティティが，数学科授業においてどのように

相互作用するのかに関する研究は見当たらなかった。アイデンティティを検討する際，授業に

おける学習者と指導者の両者の相互作用によって，アイデンティティがどのように形成されて

いくのかを検討していくことは，依然として数学教育研究における今後の課題と言える。 
 

Ⅵ おわりに 

 
本稿では，2019～2023 年に数学教育に関する雑誌に掲載された，数学教育におけるアイデ

ンティティに関する文献レビューを行った。その結果，数学教育研究におけるアイデンティテ

ィ研究の発展のための研究が増加していること，指導者と学習者のアイデンティティの相互作

用に関する研究は依然として課題であること等が明らかになった。本稿により，Graven & 
Heyd-Metzuyanim（2019）以降，数学教育研究におけるアイデンティティ研究での変化を捉

えた。また本研究で指導者と学習者のアイデンティティの相互作用に関する研究を行う必要が

あることを確認した。本研究の今後の課題は，数学教育におけるアイデンティティ研究の今後

の方向性として挙げられた，指導者と学習者のアイデンティティの間の相互作用が，両者のア

イデンティティ形成にどのように影響していくのかを捉えることである。 
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The State and Future Directions of Identity Research in 
Mathematics Education Research 
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Abstract 

Research on identity in mathematics education research has 
developed rapidly in recent decades. However, recent studies have also 
pointed out some issues, such as the lack of importance placed on 
mathematization due to the overwhelming focus on identity, and the 
separation of learner and instructor identities. Therefore, the purpose of 
this study is to examine both mathematization and the interaction 
between students and teacher identities in mathematics classes. This 
paper aims to investigate the extent of progress on identity research in 
mathematical education from 2019 to 2023, and to identify the current 
status and future directions. Specifically, I surveyed papers published 
since the review paper by Graven & Heyd-Metzuyanim(2019), and I 
identified the potential changes on identity research, if any. The results 
reveal that previous issue of a lack of emphasis on mathematization is 
improving. However, I failed to find any paper on the interaction between 
students and teacher. This means that there is still a lack of research on 
this topic.    
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